
木と地域のつながり
　～スギの可能性・社会を美しくするデザインの関わり合い～

    「デザインとは」単にモノをかたちづくることにとどまらず「社会を美しくするもの」と考える。
　流通、販売の仕組み、ネットワークづくりなど、全国各地で消費者ではなく、共創者としての人材育成・地域の素材、人材
を活かす仕組みを、地域と企業と連携しながら、新しい価値づくりを行ってきた、 若杉浩一氏をお迎えして、日本の山林に
おいてやっかいものとされがちな、スギに着目して利活用を促す、「日本全国スギダラケ倶楽部」をはじめとした活動の内
容や、静岡におけるスギの可能性など、木と地域の結びつきとデザインの相互関係について学ぶ。

1959年   熊本県天草郡（現 天草市）生まれ。
1984年   九州芸術工科大学芸術工学部設計学科  (現 九州大学芸術工学部) 卒業 。  株式会社内田洋行 入社。
                 デザイン、製品企画、知的生産性研究所テクニカルデザインセンターを経て、内田洋行のデザイン会社
                 パワープレイス株式会社にてリレーションデザインセンター設立。  同部門シニアディレクター。
2002年   “私的活動”として地域や社会のデザインを実践する 「日本全国スギダラケ倶楽部」を設立。
2019年   武蔵野美術大学 造形構想学部クリエーティブイノベーション学科  教授着任。 

50名（先着順） 応募締切２月29日（木） 無　料

　　　　　 木と地域のつながり

　（金）   18:30 ～ 20:30     

若杉  浩一

～ スギの可能性  ・  社会を美しくするデザインの関わり合い ～

市内及び県内木工、家具等すべての木工関係者
建築、林業関係者及びデザイナー、学生など

武蔵野美術大学 造形構想学部クリエイティブイノベーション学科　教授

2024
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